
 

 

 

環境省生物多様性センター企画展示「ちがいを発見してみ展」 

開催について（お知らせ） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１． 内容 

 今回の企画展示「ちがいを発見してみ展」では、同じ種の生きものでも、性別や年齢、季節、地域

によって、体色や模様などで外見に違いがあることが知られている生き物たちを、地域ごとやペアで

展示し、なぜ外見に違いがあるのか、その違いはそれぞれどのような理由があるのかを、パネルやク

イズを実施し分かりやすくご紹介します。生物多様性センターが収蔵する約 65,000 点の標本の中か

ら、なかなか目にすることのできない、雄が立派な肉冠（にくかん、ニワトリのとさかのようなもの）

をもつライチョウや地域ごとに体色が異なる色あざやかなオオセンチコガネ、幼鳥（ヒナ）は初めて

の展示となる、成鳥と幼鳥で羽の色が違うタンチョウなど、同じだけど違うそんな生き物について、

厳選した計 62 点の標本を展示します。７月 21日（日）までの期間限定ですので、ぜひ、この機会に

ご来館いただき、様々な違いを発見してみてください。 

 

２．会場  環境省生物多様性センター 

〒403-0005 山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾 5597-1 

※スバルライン料金所手前、富士スバルランド向かい 

 

３．日時  2019 年４月 27 日（土）～2019 年７月 21 日（日） 

開館時間：９時～17 時（入館無料、期間中は土日祝日も開館） 

 

４．その他 ・センターは、４月 27 日（土）から 11 月 30 日（土）まで土日祝日も開館します。ま

た、スバルラインのマイカー規制区間外ですので、お車での来場が常時可能です。 

・企画展示以外にも、生物多様性やその大切さをテーマとした展示室や、オリジナルグ 

ッズがもらえる生きものクイズなど、見どころが満載です。また、センター周辺には 

散策路も整備されており、富士北麓の自然とふれあうこともできます。 

       

平成 31 年４月 19 日（金） 

環境省自然環境局生物多様性センター 

センター長：曽宮 和夫 

担   当：田口 和哉・八巻 明香 

直 通：0555-72-6033 

F A X：0555-72-6035 

e - m a i l：biodic_webmaster@env.go.jp 

 環境省生物多様性センターでは、４月 27 日（土）から７月 21 日（日）に、「ちがいを発見し

てみ展」と題した企画展示を開催します。絶滅危惧種であり国の特別天然記念物であるライチョ

ウやタンチョウのヒナも今回が初めての展示となります。ぜひご来館ください！ 
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【休日開館のご案内】
4月27日（土）～11月25日（日）土日祝日も開館中！
6月からは自然体験イベントも開催予定です。
詳しい内容は後日、生物多様性センターホームページにてご案内します。
URL：http://www.biodic.go.jp/

9:00～17:00
12月～4月上旬の土日祝日
無料
・中央道河口湖ICより車で10分
・東富士五湖道路富士吉田ICより
車で約5分

・富士急行河口湖駅から路線バス
「富士山五合目」行きに乗車、
「富士スバルランド」バス停で
下車して徒歩5分

開 館 時 間
休 館 日
入 館 料
ア ク セ ス

〒403-0005
山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾5597－1
TEL:0555-72-6031
メール：biodic_webmaster@env.go.jp

きてね～！

同じ種の生きものでも、性別や年齢、季節、すんでいる地域で外見
に があることを知っていますか？
今回の企画展示では、雄と雌では目の上のトサカ（肉冠）のあるな

しが ライチョウや地域によって色の オオセンチコガネ、
成鳥と幼鳥で羽の色が タンチョウなど、同じだけど そん
な生き物たちの標本を紹介します。標本を見比べたり、クイズに挑戦
したりして、 を してみてください。

触れる剥製もあります！

オオセンチコガネ

タンチョウホンドリス

ライチョウ


